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登録リスト（該当：2件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 江戸の上田藩中屋敷跡を対岸から望む]	江戸の上田藩中屋敷跡を対岸から望む	▲上：上田藩中屋敷跡を対岸から望む
▼下：『江戸切絵図・浅草御蔵前辺図』の部分（屋敷は松平伊賀守と記されている）
　　　（下記国立国会図書館の図版を使用）

隅田川のこの地点（▲上）は、東京都墨田区横網町になります。ちょうど背後に両国国技館がある辺りの位置です。対岸は浅草橋付近、かつては浅草瓦町と呼ばれた辺りで、上田藩中屋敷の跡地になります。向かって右手方向は幕府の御蔵(米蔵)が建ち並んでいた場所になります。言い換えれば、舟運が物流の主流であった時代、ここがまさにその物流の江戸の中心地でした。

上田藩の江戸屋敷は年代によって変遷します。上屋敷は長らく神田の昌平橋付近にありました。上田藩主松平忠固が老中になったのに伴い、上屋敷は大名小路(現在の皇居外苑)に移ります。その後、幕末はこの	2022-05-09
	2	[image: 『埋もれた歴史』自費出版の労作]	『埋もれた歴史』自費出版の労作	今から３年ぐらい前になるのかな？
ふだんは翻訳のお仕事をされている東郷えりかさんが歴史の探求で上田市に来られてその時にお話をお聞きし、上田市教育委員会にご案内しました。その探究成果を『埋もれた歴史』という書籍にまとめられました。それが２年前の2020年です。

書籍の表紙の写真にご注目ください。馬に乗る人物が最後の上田藩主松平忠礼です。その傍に佇む方が東郷さんの高祖父の方になります。この方は「門倉伝次郎[LINK]」です。『上田市史・下巻[LINK]』(1940年、1238～1239頁)に記されています。

幕末、上田藩上屋敷は隅田川に面した浅草瓦町、幕府の御蔵のすぐ隣にありました（「	2022-05-08

  ≪  1  ≫


			
			
				[image: 地図で見る]
				

			

トップページへ戻る


				

				
					[image: キーワード]
						自費出版(1)
	東郷えりか(1)
	埋もれた歴史(1)
	歴史探求(1)
	上田藩(1)
	上田藩中屋敷(1)
	上田藩上屋敷(1)
	松平忠固(1)
	江戸時代(1)
	浅草瓦町(1)
	歴史(1)


				

				

				

			



ログイン　トップページへ


			
		


	
	
		
			[image: ]
			©  信州上田学プロジェクト

		

		
						はじめての方へ|			利用規約|			投稿上の注意|			お問い合わせフォーム
		

	
	

